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戦
後
期
の
『
日
本
外
交
文
書
』
は
、「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
」
シ
リ
ー

ズ
（
全
三
巻
）、「
占
領
期
」
シ
リ
ー
ズ
（
全
三
巻
及
び
関
係
調
書
集
）、「
国
際
連

合
へ
の
加
盟
」、「
日
華
平
和
条
約
」
及
び
「
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
へ
の
加
入
」
を
特
集
と

し
て
刊
行
済
み
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
並
行
し
て
編
年
方
式
の
「
昭
和
期
Ⅳ
」

（
昭
和
二
〇
～
三
五
年
）
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い
て
も
「
日
米
関
係
第
一
巻
（
昭
和

二
十
七
―
二
十
九
年
）」
を
刊
行
し
た
。

本
巻
は
、
外
交
史
料
館
が
所
蔵
す
る
「
特
定
歴
史
公
文
書
等
」
か
ら
、
昭
和

二
六
年
の
第
三
次
吉
田
内
閣
期
か
ら
同
三
九
年
の
池
田
内
閣
期
ま
で
の
、
沖
縄
を

は
じ
め
と
す
る
南
西
諸
島
に
関
す
る
諸
問
題
及
び
そ
の
施
政
権
返
還
を
め
ぐ
る
外

交
経
緯
に
つ
い
て
の
主
要
な
文
書
を
選
定
し
て
、「
沖
縄
返
還
第
一
巻
」
と
し
て

特
集
方
式
で
編
纂
・
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
採
録
文
書
数
は
三
八
八
文

書
、
本
文
九
三
七
頁
、
日
付
索
引
を
含
め
た
総
ペ
ー
ジ
数
は
九
七
一
頁
で
あ
る
。

本
書
の
刊
行
で
、『
日
本
外
交
文
書
』
の
通
算
刊
行
冊
数
は
二
二
七
冊
と
な
る
。

一
、
本
巻
の
構
成

本
巻
の
掲
載
事
項
（
目
次
）
は
次
の
と
お
り
。

Ⅰ

吉
田
内
閣
期
（
第
三
～
五
次
）

―
南
西
諸
島
の
法
的
地
位
を
め
ぐ
る
初
期
の
議
論

Ⅱ

鳩
山
内
閣
期

―
「
潜
在
主
権
」
の
確
認
と
軍
用
地
問
題
へ
の
対
応

Ⅲ

岸
内
閣
期

―
日
米
安
全
保
障
条
約
の
改
定
と
沖
縄
問
題

Ⅳ

池
田
内
閣
期

―
自
治
権
拡
大
要
求
の
高
ま
り
と
沖
縄
経
済
援
助
を
め
ぐ
る
交
渉

日
本
外
交
文
書

沖
縄
返
還

第
一
巻

日
付
索
引

二
、
本
巻
の
概
要

Ⅰ

吉
田
内
閣
期
（
第
三
～
五
次
）

―
南
西
諸
島
の
法
的
地
位
を
め
ぐ
る
初
期
の
議
論

『
日
本
外
交
文
書
』
概
要

「
沖
縄
返
還
第
一
巻
（
第
三
次
吉
田
内
閣
期
か
ら
池
田
内
閣
期
ま
で
）」
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沖
縄
を
含
む
南
西
諸
島
及
び
南
方
諸
島
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
第

三
条
に
よ
っ
て
米
国
の
施
政
権
下
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
吉
田
茂
総
理
は

第
一
一
国
会
に
お
い
て
、
同
第
三
条
が
融
通
性
の
あ
る
規
定
で
あ
り
、
米
国
の
戦

略
的
管
理
を
条
件
と
し
つ
つ
も
、
南
西
諸
島
・
南
方
諸
島
住
民
の
希
望
に
沿
う
た

め
の
「
実
際
的
な
措
置
」
を
希
望
す
る
余
地
が
あ
る
も
の
と
説
明
し
た
。　
　
　
　

一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
一
二
月
一
〇
日
、
吉
田
総
理
は
ダ
レ
ス
特
使
に
手

交
し
た
文
書
の
中
で
、
そ
の
「
実
際
的
な
措
置
」
と
し
て
、
こ
れ
ら
諸
島
が
日
本

の
主
権
下
に
残
る
こ
と
、
住
民
の
国
籍
に
変
化
な
き
こ
と
、
経
済
・
社
会
・
文
化

上
の
条
約
締
結
に
あ
た
っ
て
こ
れ
ら
諸
島
を
日
本
領
土
の
一
部
と
し
て
取
扱
う
こ

と
、
現
地
住
民
間
の
民
事
・
刑
事
事
件
に
対
す
る
裁
判
権
や
教
育
権
を
認
め
る
こ

と
な
ど
に
つ
き
、
好
意
あ
る
考
慮
を
得
た
い
と
要
請
し
た
。

ま
た
、
一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
四
月
四
日
、
平
和
条
約
の
発
効
を
目
前
に

控
え
、
沖
縄
や
小
笠
原
に
関
す
る
懸
案
事
項
が
整
理
さ
れ
、
本
省
か
ら
在
ワ
シ
ン

ト
ン
武
内
龍
次
在
外
事
務
所
長
に
宛
て
て
公
信
が
発
出
さ
れ
た
。
こ
の
中
で
は
、

平
和
条
約
発
効
後
に
米
側
と
交
渉
す
べ
き
問
題
と
し
て
、
南
西
諸
島
の
法
的
地
位

の
問
題
を
は
じ
め
、
南
西
諸
島
住
民
の
国
籍
と
外
交
的
保
護
、
本
土
南
西
諸
島
間

の
渡
航
・
貿
易
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
同
諸
島
に
日
本
政
府
の
リ
エ
ゾ
ン
・

オ
フ
ィ
ス
を
設
置
す
る
案
が
検
討
さ
れ
、
同
年
四
月
一
四
日
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
よ
り
外
務

省
宛
に
、
日
本
国
連
絡
事
務
所
を
琉
球
諸
島
に
設
置
す
る
よ
う
招
請
す
る
覚
書
が

発
出
さ
れ
た
。
七
月
一
日
、
沖
縄
の
那
覇
に
南
方
連
絡
事
務
所
が
、
奄
美
大
島
の

名
瀬
に
同
事
務
所
出
張
所
が
設
置
さ
れ
た
。

一
九
五
二
年
一
一
月
、
南
西
諸
島
に
お
け
る
軍
用
地
確
保
の
た
め
、
一
般
民
家

及
び
農
地
の
立
ち
退
き
を
命
じ
る
権
限
を
平
和
条
約
発
効
後
も
米
国
側
が
維
持
す

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
「
軍
用
地
問
題
」
が
顕
在
化
し
た
。
こ
れ

を
契
機
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
「
急
進
的
」
な
奄
美
に
比
し
て
「
低
調
且
つ
複
雑
」

だ
と
い
わ
れ
て
い
た
沖
縄
に
お
け
る
祖
国
復
帰
運
動
も
、
よ
り
組
織
化
し
て
い
く

こ
と
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
沖
縄
の
祖
国
復
帰
に
向
け
た
新
気
運
を
背
景
と
し
て
、一
九
五
三（
昭

和
二
八
）
年
に
入
る
と
、
吉
田
政
権
は
米
国
側
に
対
し
て
「
南
西
諸
島
の
行
政
権

返
還
」
に
向
け
た
働
き
か
け
を
よ
り
積
極
的
に
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
外
務
省
内

で
も
様
々
な
検
討
が
行
わ
れ
、
六
月
、
条
約
局
と
ア
ジ
ア
局
が
南
西
諸
島
の
日
本

復
帰
方
式
に
関
す
る
検
討
文
書
を
相
次
い
で
提
出
し
た
。
条
約
局
第
三
課
案
は
、

南
西
諸
島
復
帰
を「（
復
帰
と
い
う
よ
り
も
）日
本
の
潜
在
主
権
の
顕
在
化
」と
し
、

当
時
行
わ
れ
て
い
た
「
事
実
上
の
処
理
」
に
代
わ
り
、
状
況
を
法
的
に
整
理
し
て

米
国
が
権
利
を
部
分
的
に
放
棄
す
る
た
め
の
諸
方
式
を
提
示
し
た
。
ま
た
、
ア
ジ

ア
局
第
五
課
は
、
条
約
局
案
に
検
討
を
加
え
、
純
軍
事
部
門
を
除
く
事
項
に
つ
い

て
は
実
施
面
を
日
本
側
に
移
譲
さ
せ
、
最
終
決
定
権
の
み
を
米
側
に
留
保
さ
せ
る

と
い
う
案
（
間
接
管
理
方
式
）
を
提
案
し
た
。
翌
七
月
の
ア
ジ
ア
局
第
五
課
案
で

は
、
朝
鮮
戦
争
休
戦
会
談
の
成
立
状
況
を
睨
み
つ
つ
、
奄
美
大
島
施
政
権
の
返
還

を
要
求
す
る
と
と
も
に
、
沖
縄
に
つ
い
て
は
教
育
行
政
権
の
み
な
ら
ず
施
政
権
の

部
分
的
放
棄
を
要
求
す
る
方
針
を
一
案
と
し
て
示
し
、
条
約
局
も
こ
の
方
針
が
現

実
的
で
あ
る
と
し
た
。

一
九
五
三
年
八
月
八
日
、
ダ
レ
ス
国
務
長
官
が
奄
美
群
島
の
返
還
に
関
す
る
声

明
を
発
表
し
た
。
同
月
一
三
日
、
新
木
栄
吉
駐
米
大
使
と
の
会
談
に
お
い
て
ダ
レ
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ス
は
、
八
日
の
声
明
は
米
国
が
不
必
要
に
日
本
人
住
民
を
統
治
下
に
置
く
意
図
が

な
い
こ
と
を
示
す
も
の
だ
と
し
て
そ
の
意
義
を
強
調
し
た
。
他
方
で
、
沖
縄
や
小

笠
原
へ
の
将
来
的
配
慮
を
求
め
る
日
本
側
申
し
入
れ
に
対
し
て
は
、
奄
美
返
還
に

強
く
反
対
す
る
国
防
省
を
説
得
し
た
経
緯
に
も
か
ん
が
み
て
、「
こ
の
問
題
に
は

今
は
触
れ
な
い
こ
と
と
し
た
い
」
と
回
答
し
た
。

一
九
五
三
年
一
二
月
二
四
日
、
奄
美
返
還
協
定
が
調
印
さ
れ
、
岡
崎
勝
男
外
相

は
談
話
を
発
表
、
そ
の
中
で
「
沖
縄
及
び
小
笠
原
等
に
関
し
て
も
一
般
国
民
殊

に
在
住
者
の
要
望
に
つ
い
て
は
で
き
る
だ
け
善
処
す
る
」
と
述
べ
た
。
し
か
し
、

同
日
ダ
レ
ス
が
発
表
し
た
声
明
に
お
い
て
は
、「
極
東
の
脅
威
と
緊
張
状
態
が
引

き
続
き
存
在
す
る
限
り
（TP�MPOH�BT�DPOEJUJPOT�PG�UISFBU�BOE�UFOTJPO�

FYJTU�JO�UIF�'BS�&BTU

）、沖
縄
は
米
国
に
関
す
る
現
在
の
施
政
権
を
継
続
す
る
」

こ
と
が
あ
ら
た
め
て
強
調
さ
れ
た
（
い
わ
ゆ
る
「
ブ
ル
ー
・
ス
カ
イ
・
ポ
ジ
シ
ョ

ン
」）。

そ
の
後
、
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
一
一
月
の
吉
田
総
理
訪
米
の
際
の
ダ
レ

ス
国
務
長
官
と
の
会
談
に
お
い
て
は
、
沖
縄
と
小
笠
原
に
つ
い
て
の
地
位
や
、
小

笠
原
旧
住
民
の
帰
島
問
題
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
、
共
同
声
明
に
も
そ
の
旨
が

明
記
さ
れ
た
も
の
の
、
こ
れ
に
よ
っ
て
沖
縄
問
題
が
明
確
な
進
展
を
み
る
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。

（
採
録
文
書
数
��
文
書
）

Ⅱ

鳩
山
内
閣
期

―
「
潜
在
主
権
」
の
確
認
と
軍
用
地
問
題
へ
の
対
応

米
軍
は
平
和
条
約
発
効
後
も
土
地
収
用
を
継
続
し
、
支
払
わ
れ
る
賃
借
料
の
安

さ
と
理
不
尽
な
立
ち
退
き
要
求
に
沖
縄
の
地
主
の
不
満
が
募
っ
た
こ
と
か
ら
、
軍

用
地
問
題
は
深
刻
化
し
た
。
特
に
米
国
民
政
府
が
一
九
五
四
年
三
月
に
発
表
し
た

地
代
一
括
払
い
の
方
針
は
、
土
地
の
永
久
使
用
に
つ
な
が
る
と
し
て
沖
縄
住
民
を

強
く
反
発
さ
せ
た
。
日
本
政
府
も
、
こ
の
方
式
が
「
領
土
権
を
無
期
限
に
拘
束
す

る
事
態
」
を
招
き
、「
残
存
主
権
を
実
質
的
に
失
わ
し
め
る
」
と
の
懸
念
を
も
っ

て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
琉
球
政
府
か
ら
比
嘉
秀
平
行
政
主

席
を
は
じ
め
と
す
る
代
表
団
が
五
月
下
旬
に
渡
米
し
て
問
題
解
決
を
訴
え
る
こ
と

と
な
っ
た
。
代
表
団
は
米
本
国
政
府
や
連
邦
議
会
に
対
し
、
地
代
一
括
払
い
反

対
・
賃
貸
借
料
の
適
正
化
・
土
地
の
新
規
収
用
中
止
と
い
っ
た
原
則
に
基
づ
く

土
地
問
題
の
取
り
扱
い
を
主
張
し
た
。
そ
の
結
果
、
米
国
下
院
軍
事
委
員
会
は
、

一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
秋
頃
に
沖
縄
に
調
査
団
を
派
遣
す
る
こ
と
な
ど
を
決

定
し
た
。

他
方
、
一
九
五
五
年
に
入
る
頃
か
ら
、
日
本
政
府
は
日
米
安
保
条
約
に
代
わ
る

対
等
な
防
衛
体
制
の
検
討
を
始
め
た
。
一
九
五
五
年
六
月
に
外
務
省
内
で
検
討
さ

れ
た
新
し
い
相
互
防
衛
条
約
案
で
は
、
沖
縄
・
小
笠
原
に
関
す
る
防
衛
義
務
が
自

衛
権
の
範
囲
で
あ
る
と
の
解
釈
を
確
立
す
る
こ
と
が
基
本
方
針
と
さ
れ
た
。
こ
の

方
針
の
も
と
、
同
年
八
月
六
日
、
下
田
武
三
条
約
局
長
は
パ
ー
ソ
ン
ズ
在
日
米
国

大
使
館
公
使
と
会
談
し
、
日
本
側
の
「
日
米
相
互
防
衛
条
約
」
案
に
つ
き
非
公
式

の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
下
田
局
長
は
相
互
防
衛
の
地
域
的
範
囲
を
「
米
国
の
信

託
統
治
地
域
と
沖
縄
、
小
笠
原
は
含
ま
れ
る
が
、
韓
国
や
台
湾
は
含
ま
れ
な
い
」

と
説
明
し
、
日
米
安
全
保
障
条
約
の
「
ジ
ャ
パ
ン
・
エ
ー
リ
ア
」
や
「
日
本
国
内
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及
び
そ
の
附
近
」
と
い
っ
た
曖
昧
な
用
語
を
刷
新
し
た
い
と
述
べ
た
。
下
田
局
長

は
そ
の
二
日
後
に
も
パ
ー
ソ
ン
ズ
公
使
と
会
談
し
、
日
本
が
沖
縄
・
小
笠
原
に
潜

在
主
権
を
持
っ
て
い
る
こ
と
と
、
こ
れ
ら
地
域
へ
の
侵
略
を
排
除
す
る
こ
と
は
日

本
に
と
っ
て
も
自
衛
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

こ
う
し
た
事
務
方
の
頭
出
し
を
行
っ
た
後
、
一
九
五
五
年
八
月
下
旬
に
は
重
光

葵
外
相
が
訪
米
し
て
ダ
レ
ス
国
務
長
官
と
会
談
し
た
。
八
月
二
九
日
の
第
一
回
会

談
で
重
光
は
、
沖
縄
・
小
笠
原
の
施
政
権
返
還
が
日
本
国
民
全
体
の
強
い
念
願
で

あ
る
と
述
べ
、
ま
ず
は
小
笠
原
旧
住
民
の
帰
島
を
要
請
し
た
。
続
い
て
翌
三
〇
日

の
第
二
回
会
談
で
は
、
重
光
か
ら
日
米
相
互
防
衛
条
約
を
提
案
し
た
が
、
そ
れ
に

対
し
て
ダ
レ
ス
は
、
新
条
約
へ
の
切
り
換
え
は
時
期
尚
早
で
あ
る
と
述
べ
て
否
定

的
反
応
を
示
し
た
。
八
月
三
一
日
の
第
三
回
会
談
に
お
い
て
も
、
重
光
は
再
び
沖

縄
・
小
笠
原
問
題
に
言
及
し
た
。
重
光
は
、
日
本
が
琉
球
諸
島
に
対
す
る
潜
在
主

権
を
保
有
す
る
と
言
明
し
た
一
九
五
一
年
九
月
五
日
の
ダ
レ
ス
発
言
を
引
用
し

て
、米
国
政
府
当
局
が
沖
縄
島
民
の
利
益
と
安
寧
に
考
慮
を
払
う
こ
と
を
希
望
し
、

軍
用
地
問
題
に
つ
い
て
も
、
関
係
者
に
不
平
の
種
を
与
え
な
い
よ
う
に
措
置
す
る

こ
と
を
求
め
た
。
ダ
レ
ス
は
、
潜
在
主
権
に
つ
い
て
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和

会
議
で
の
発
言
に
反
す
る
こ
と
は
し
な
い
と
述
べ
つ
つ
も
、
現
時
点
で
琉
球
・
小

笠
原
の
ス
テ
ー
タ
ス
変
更
に
考
慮
を
払
う
用
意
が
な
い
と
釘
を
刺
し
、
奄
美
返
還

以
上
の
こ
と
は
出
来
な
い
と
断
言
し
た
。
以
上
の
会
談
経
緯
か
ら
、
重
光
・
ダ
レ

ス
会
談
の
共
同
声
明
に
沖
縄
・
小
笠
原
に
関
す
る
言
及
が
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。

軍
用
地
問
題
に
関
し
て
は
、
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
六
月
、
前
年
の
比
嘉

琉
球
主
席
一
行
の
訪
米
を
受
け
て
派
遣
さ
れ
た
米
国
調
査
団
に
よ
る
報
告
書（「
プ

ラ
イ
ス
報
告
」）
が
発
表
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
内
容
は
、
沖
縄
住
民
の
求
め
る

土
地
問
題
取
り
扱
い
原
則
を
か
な
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
沖
縄
で
の
反

対
運
動
の
さ
ら
な
る
激
化
を
招
い
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
沖
縄
の
軍
用
地
問
題
は
本

土
で
も
政
治
問
題
と
な
り
、沖
縄
住
民
の
法
的
地
位
を
め
ぐ
る
議
論
を
喚
起
し
た
。

法
務
省
は
、
プ
ラ
イ
ス
報
告
が
沖
縄
住
民
の
要
望
と
対
立
し
て
い
る
こ
と
は
国
民

の
生
存
権
の
侵
害
で
あ
り
、
在
外
国
民
の
保
護
権
に
基
づ
き
、
日
本
は
米
国
の
政

策
に
干
渉
す
る
権
利
を
保
有
す
る
と
の
見
解
を
示
し
た
。
他
方
外
務
省
に
お
い
て

は
、
沖
縄
住
民
が
外
交
保
護
権
の
対
象
に
な
ら
な
い
と
の
立
場
を
と
り
、
問
題
解

決
は
権
利
問
題
で
は
な
く
政
治
的
主
張
に
よ
る
べ
き
だ
と
し
て
、
現
実
的
な
対
米

折
衝
に
よ
る
軍
用
地
問
題
の
解
決
が
模
索
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
本
省
と
在
京
米

国
大
使
館
と
の
連
絡
を
緊
密
に
す
る
と
と
も
に
、
重
光
外
相
と
ア
リ
ソ
ン
駐
日
大

使
な
ど
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
で
の
会
談
で
沖
縄
住
民
の
要
望
を
繰
り
返
し
伝
え
、
問
題

解
決
に
向
け
た
善
処
を
米
国
側
に
申
し
入
れ
た
。

（
採
録
文
書
数
��
文
書
）

Ⅲ

岸
内
閣
期

―
日
米
安
全
保
障
条
約
の
改
定
と
沖
縄
問
題

一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
二
月
、
短
命
に
終
わ
っ
た
石
橋
湛
山
内
閣
を
継
い

で
岸
信
介
内
閣
が
成
立
し
た
。翌
三
月
、岸
総
理
就
任
の
表
敬
に
訪
れ
た
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
駐
日
米
国
大
使
は
、
岸
総
理
を
ワ
シ
ン
ト
ン
に
招
待
し
た
い
と
の
ア
イ
ゼ
ン
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ハ
ワ
ー
大
統
領
の
意
向
を
伝
え
、
岸
は
了
承
し
た
。
岸
訪
米
に
先
立
ち
、
日
米
の

重
要
問
題
に
つ
き
岸
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
間
で
週
一
～
二
回
の
予
備
会
談
を
行
う
こ

と
と
な
っ
た
。
四
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
一
連
の
会
談
で
は
、
沖
縄
・
小
笠
原
問
題

も
話
題
と
な
っ
た
が
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
米
国
に
よ
る
沖
縄
・
小
笠
原
の
施
政

権
行
使
に
期
限
を
つ
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
、
ま
た
施
政
権
と
軍
事
的
要
請
を
分

離
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る
と
述
べ
た
。

在
米
国
日
本
大
使
館
で
も
国
務
省
か
ら
随
時
情
報
収
集
し
な
が
ら
調
整
が
行
わ

れ
た
。
し
か
し
沖
縄
に
つ
い
て
は
、
一
部
と
い
え
ど
も
施
政
権
の
問
題
を
今
す
ぐ

動
か
す
こ
と
に
は
国
防
部
の
強
い
反
対
が
あ
り
、
極
東
の
平
和
と
安
全
が
確
保
さ

れ
る
ま
で
は
維
持
す
る
と
い
う
従
来
の
ラ
イ
ン
を
出
な
い
と
の
見
方
が
専
ら
で
あ

り
、
究
極
的
返
還
を
訪
米
時
の
共
同
宣
言
に
盛
り
込
め
る
か
ど
う
か
が
焦
点
と

な
っ
た
。

岸
総
理
訪
米
中
に
行
わ
れ
た
一
九
五
七
年
六
月
一
九
日
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大

統
領
と
の
会
談
に
お
い
て
岸
は
、
沖
縄
の
施
政
権
が
無
期
限
で
あ
る
こ
と
に
懸
念

を
示
し
、
沖
縄
の
住
民
は
日
本
人
で
あ
り
沖
縄
の
問
題
は
全
日
本
国
民
に
及
ぶ
こ

と
や
、
沖
縄
の
軍
用
地
問
題
を
放
置
す
れ
ば
日
米
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
確
立

に
寄
与
し
な
い
こ
と
に
注
意
喚
起
し
た
。
そ
れ
に
対
し
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は
、
米

国
は
侵
略
に
対
し
て
迅
速
に
行
動
で
き
る
こ
と
が
必
要
だ
が
、
こ
れ
ら
の
点
を
日

本
側
と
一
緒
に
検
討
す
る
に
や
ぶ
さ
か
で
な
い
と
返
答
し
た
。
し
か
し
、
引
き
続

い
て
行
わ
れ
た
岸
総
理
と
ダ
レ
ス
国
務
長
官
と
の
会
談
で
ダ
レ
ス
は
、
現
状
で
沖

縄
の
施
政
権
を
手
放
す
可
能
性
は
な
い
と
断
言
し
た
。
日
米
共
同
声
明
に
お
い
て

は
、
日
本
が
こ
れ
ら
の
諸
島
に
潜
在
的
主
権
を
有
す
る
と
い
う
米
国
側
立
場
の
再

確
認
が
行
わ
れ
た
も
の
の
、
沖
縄
・
小
笠
原
の
返
還
に
つ
い
て
は
、
脅
威
と
緊
張

の
状
態
が
極
東
に
存
在
す
る
か
ぎ
り
現
状
は
維
持
さ
れ
る
と
の
米
国
従
来
の
立
場

が
示
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

沖
縄
に
お
け
る
米
国
の
施
政
権
行
使
に
関
連
し
た
措
置
と
し
て
は
、
岸
総
理
訪

米
に
先
立
つ
一
九
五
七
年
六
月
五
日
に「
琉
球
列
島
の
管
理
に
関
す
る
行
政
命
令
」

（
大
統
領
行
政
命
令
一
〇
七
一
三
号
）
が
発
表
さ
れ
、
強
大
な
権
限
を
有
す
る
高

等
弁
務
官
が
置
か
れ
た
。
他
方
、
岸
帰
国
後
の
七
月
に
は
、
軍
用
地
問
題
に
関
し
、

一
括
払
い
方
式
を
取
り
止
め
て
賃
貸
方
式
に
切
り
替
え
る
こ
と
が
米
国
の
方
針
と

し
て
伝
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
軍
用
地
を
め
ぐ
る
協
議
の
一
応
の
決
着
を
待
っ
て
、

そ
れ
ま
で
日
本
側
が
発
表
の
延
期
を
求
め
て
い
た
沖
縄
の
通
貨
切
り
替
え
（
軍
票

か
ら
ド
ル
へ
）
が
発
表
さ
れ
、
九
月
一
六
日
よ
り
実
施
さ
れ
た
。

一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
六
月
に
第
二
次
岸
内
閣
が
発
足
し
た
前
後
か
ら
、

日
本
国
内
で
は
日
米
間
の
安
全
保
障
関
係
に
つ
い
て
根
本
的
な
話
合
い
を
試
み
る

べ
き
と
の
気
運
が
高
ま
り
、準
備
が
開
始
さ
れ
た
。
同
年
八
月
二
五
日
の
岸
総
理
・

藤
山
愛
一
郎
外
相
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
大
使
と
の
会
談
に
お
い
て
、
新
安
保
条
約
を

め
ぐ
る
交
渉
が
実
質
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
岸
総
理
は
こ
の
会
談
で
、
現
行
条
約

を
根
本
的
に
改
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
つ
つ
、
新
条
約
の
た
め
に
著
し
く

時
間
を
要
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
補
助
的
取
極
に
よ
っ
て
個
々
の
問
題
を
処
理
す
る

他
な
い
と
発
言
し
た
。

一
九
五
八
年
一
〇
月
四
日
、
岸
・
藤
山
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
会
談
に
お
い
て
米
国

側
よ
り
新
条
約
案
並
び
に
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
案
が
提
示
さ
れ
た
。
新
条
約
案
は
憲
法

手
続
き
の
留
保
を
含
み
つ
つ
も
「
相
互
援
助
条
約
」
の
形
式
を
と
っ
て
お
り
、
そ
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の
第
五
条
第
一
項
で
は
、
本
州
・
四
国
・
九
州
・
北
海
道
及
び
奄
美
大
島
が
日
本

の
条
約
地
域
に
、
沖
縄
・
小
笠
原
・
太
平
洋
地
域
の
米
領
諸
島
が
米
国
の
条
約
地

域
（
狭
義
の
条
約
地
域
）
に
規
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
第
六
条
に
よ
っ
て
日
本
の
基

地
供
与
が
規
定
さ
れ
る
と
共
に
、
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
に
は
核
兵
器
持
ち
込
み
問
題
及

び
基
地
の
日
本
区
域
外
作
戦
使
用
問
題
を
事
前
協
議
事
項
と
す
る
趣
旨
が
記
さ
れ

て
い
た
。
同
案
は
、
条
約
上
の
権
利
義
務
の
均
衡
を
、
実
質
的
に
は
米
国
の
日
本

援
助
義
務
と
米
軍
に
よ
る
日
本
の
基
地
使
用
に
求
め
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
後

の
日
米
間
の
協
議
に
お
い
て
は
、
第
五
条
・
第
六
条
が
議
論
の
中
心
と
な
っ
た
。

と
り
わ
け
、
沖
縄
・
小
笠
原
を
米
国
の
条
約
地
域
に
含
め
る
こ
と
は
、
憲
法
の
解

釈
上
日
本
は
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
で
き
な
い
と
さ
れ
た
こ
と
と
の
兼
ね
合
い

で
、
太
平
洋
地
域
の
米
領
諸
島
の
場
合
と
同
様
に
、
具
体
的
援
助
の
内
容
如
何
の

問
題
を
招
来
す
る
と
共
に
、
沖
縄
の
施
政
権
返
還
問
題
を
刺
激
す
る
可
能
性
が
懸

念
さ
れ
た
。

一
一
月
二
六
日
、
藤
山
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
会
談
に
お
い
て
、
藤
山
外
相
が
「
討

議
の
基
礎
案
」
と
し
て
日
本
側
条
約
案
を
提
示
し
、
そ
の
趣
旨
を
説
明
し
た
。
同

案
で
は
、
条
約
地
域
の
対
象
か
ら
沖
縄
・
小
笠
原
は
除
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対

し
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
大
使
は
、
条
約
地
域
の
範
囲
に
は
理
解
を
示
し
つ
つ
も
、
本

案
に
「
共
通
の
利
益
・
目
的
の
相
互
性
」
の
規
定
等
が
欠
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
、

米
国
側
と
し
て
受
入
れ
困
難
で
あ
る
と
し
た
た
め
、
日
本
側
で
引
き
続
き
草
案
の

検
討
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
一
月
に
は
新
条
約
の
目
的
・
方
向
・
内
容
に
つ
い

て
の
方
針
や
問
題
点
を
ま
と
め
た
「
日
米
安
全
保
障
新
条
約
の
大
綱
」
が
作
成
さ

れ
、
同
年
三
月
二
〇
日
の
藤
山
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
会
談
に
お
い
て
は
、
日
本
側
の

条
約
草
案
、
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
に
関
す
る
議
定
書
案
、
行
政
協
定
に
関
す
る
諸
文
書

が
米
国
側
に
一
括
手
交
さ
れ
た
。
し
か
し
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
大
使
は
、
こ
れ
ら
の
文

書
を
そ
の
ま
ま
米
本
国
に
伝
達
し
た
場
合
、
交
渉
が
頓
挫
す
る
可
能
性
を
示
唆
、

ま
ず
は
東
京
に
お
い
て
米
国
政
府
が
受
入
れ
可
能
な
案
を
策
定
す
る
こ
と
を
提
案

し
、
藤
山
外
相
も
こ
れ
に
同
意
し
た
。
そ
の
後
、
同
案
を
基
礎
と
し
て
、
九
回
に

わ
た
り
藤
山
外
相
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
大
使
と
の
間
で
会
談
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
条
約
案
等
の
関
係
文
書
が
、
四
月
二
九
日
に
一
括
し
て
ワ

シ
ン
ト
ン
に
請
訓
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
沖
縄
・
小
笠
原
は
施
政
権
返
還
の
暁
に
は
条
約
地
域
に
入
る
こ
と
、

及
び
沖
縄
・
小
笠
原
が
攻
撃
を
受
け
た
場
合
は
日
本
側
も
米
国
側
と
協
議
の
う
え

適
当
な
措
置
を
執
り
得
る
と
の
趣
旨
を
議
事
録
に
と
ど
め
る
た
め
の
努
力
が
続
け

ら
れ
、
一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
一
月
六
日
、
合
意
議
事
録
の
案
文
が
確
定
し

た
。
同
年
一
月
一
九
日
、
新
安
保
条
約
及
び
新
行
政
協
定
並
び
に
関
係
文
書
が
ワ

シ
ン
ト
ン
に
お
い
て
署
名
さ
れ
た
。

（
採
録
文
書
数
���
文
書
）

Ⅳ

池
田
内
閣
期

―
自
治
権
拡
大
要
求
の
高
ま
り
と
沖
縄
経
済
援
助
を
め
ぐ
る
交
渉

池
田
勇
人
内
閣
成
立
（
一
九
六
〇
年
七
月
）
後
、
米
国
で
一
九
六
一
（
昭
和

三
六
）
年
一
月
に
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
が
就
任
す
る
と
、
日
米
首
脳
会
談
に
向
け
た
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準
備
が
進
め
ら
れ
た
。一
九
六
一
年
四
月
か
ら
の
池
田
総
理
訪
米
準
備
会
合
で
は
、

沖
縄
問
題
に
つ
い
て
、
施
政
権
返
還
を
直
截
に
申
し
出
る
べ
き
で
は
な
い
と
の
意

見
が
出
る
な
ど
慎
重
論
に
傾
い
た
。
そ
し
て
、
施
政
権
返
還
が
困
難
な
状
況
で
あ

る
な
ら
ば
、
沖
縄
住
民
の
自
治
拡
大
（
行
政
主
席
公
選
な
ど
）、
日
本
国
旗
掲
揚
、

社
会
保
障
と
経
済
開
発
に
必
要
な
措
置
、
教
育
・
司
法
制
度
・
労
働
事
情
の
改
善
、

日
本
旅
券
の
現
地
交
付
な
ど
に
つ
き
米
国
側
に
配
慮
を
求
め
る
と
の
方
針
が
立
て

ら
れ
た
。
小
笠
原
に
つ
い
て
は
補
償
で
解
決
を
図
る
方
法
が
模
索
さ
れ
た
結
果
、

一
九
六
一
年
六
月
八
日
に
小
笠
原
請
求
権
問
題
解
決
（
六
〇
〇
万
ド
ル
補
償
支
払

い
）
の
交
換
公
文
が
取
り
交
わ
さ
れ
た
。
し
か
し
、
小
笠
原
の
施
政
権
返
還
や
住

民
の
帰
島
問
題
に
関
す
る
米
国
側
の
態
度
は
依
然
と
し
て
堅
く
、
首
脳
会
談
の
議

題
か
ら
除
き
た
い
と
の
意
向
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
沖
縄
・
小
笠
原
の
施

政
権
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
と
い
う
雰
囲
気
の
も
と
、
池
田
訪
米
の
準
備
が
進
め

ら
れ
た
。

一
九
六
一
年
六
月
に
池
田
総
理
は
訪
米
し
、
六
月
二
一
日
の
池
田
・
ケ
ネ
デ
ィ

会
談
に
お
い
て
、
ケ
ネ
デ
ィ
は
沖
縄
で
の
日
本
国
旗
掲
揚
に
つ
い
て
原
則
的
な
了

解
を
与
え
た
。
池
田
か
ら
は
、
沖
縄
の
施
政
権
返
還
を
要
求
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で

は
な
い
こ
と
に
理
解
を
示
し
つ
つ
、
さ
ら
な
る
措
置
と
し
て
、
沖
縄
の
福
祉
向
上

の
た
め
の
諸
提
案
を
行
っ
た
。そ
し
て
翌
二
二
日
の
日
米
共
同
声
明
に
お
い
て
は
、

沖
縄
住
民
の
安
寧
と
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
に
米
国
が
一
層
努
力
し
、
ま
た
日
本

も
こ
れ
に
協
力
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
た
。
日
本
国
旗
掲
揚
に
つ
い
て
は
、「
特
定

の
建
物
に
特
定
の
休
日
」
と
の
限
定
つ
き
で
許
可
さ
れ
、
共
同
声
明
か
ら
二
日
後

に
沖
縄
で
発
表
さ
れ
た
。

池
田
・
ケ
ネ
デ
ィ
共
同
声
明
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
し
て
、
一
九
六
一
年
一
〇

月
五
日
か
ら
、
米
国
は
ケ
イ
セ
ン
大
統
領
補
佐
官
を
長
と
す
る
調
査
団
を
沖
縄
に

派
遣
し
た
。
沖
縄
の
経
済
・
社
会
事
情
を
調
査
し
た
ケ
イ
セ
ン
調
査
団
は
帰
国
後

大
統
領
に
報
告
書
を
提
出
し
、
米
国
で
は
ケ
イ
セ
ン
報
告
に
基
づ
く
沖
縄
へ
の
財

政
援
助
の
増
額
等
が
検
討
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
中
で
一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
二
月
一
日
に
琉
球
立
法
院
で
採
択

さ
れ
た
日
本
へ
の
復
帰
要
請
決
議
は
、
第
一
五
回
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
植
民

地
独
立
宣
言
を
引
用
し
、「
日
本
領
土
内
で
住
民
の
意
思
に
反
し
て
不
当
な
支
配

が
な
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
た
。
こ
の
決
議
文
は
国
連
本
部
及
び
全
国
連
加

盟
国
へ
の
送
付
が
想
定
さ
れ
た
も
の
で
、
沖
縄
に
お
け
る
米
国
の
施
政
権
と
植
民

地
支
配
を
結
び
つ
け
る
同
決
議
文
が
国
連
に
送
付
さ
れ
れ
ば
、
ソ
連
な
ど
共
産
圏

諸
国
の
米
国
批
判
宣
伝
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
外
務

省
で
は
総
理
府
特
別
地
域
連
絡
局
や
在
京
米
国
大
使
館
と
連
絡
し
て
、
同
決
議
が

植
民
地
独
立
宣
言
を
誤
解
し
て
い
る
こ
と
を
琉
球
政
府
に
伝
え
、
国
連
本
部
や
関

係
諸
国
へ
の
送
付
阻
止
に
努
め
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、

日
本
政
府
は
米
国
政
府
に
対
し
て
も
、「
前
向
き
」
な
内
容
を
含
む
ケ
イ
セ
ン
報

告
に
基
づ
く
協
議
を
早
期
に
開
始
す
る
よ
う
求
め
た
。

一
九
六
二
年
三
月
一
九
日
に
発
表
さ
れ
た
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
声
明
は
、「
琉

球
が
日
本
本
土
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
」
と
述
べ
、
沖
縄
へ
の
経
済
援
助

に
関
す
る
取
り
決
め
協
議
を
日
本
側
と
開
始
す
る
こ
と
や
、
米
国
の
沖
縄
援
助

の
上
限
を
六
〇
〇
万
ド
ル
と
定
め
た
「
プ
ラ
イ
ス
法
」
の
改
正
を
議
会
へ
要
請

す
る
こ
と
の
ほ
か
、
琉
球
立
法
院
の
権
限
拡
大
な
ど
を
目
的
と
す
る
行
政
命
令
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一
〇
七
一
三
号
の
改
正
も
宣
言
さ
れ
た
。
日
本
側
は
ケ
ネ
デ
ィ
声
明
を
歓
迎
し
、

沖
縄
の
民
生
福
祉
・
経
済
援
助
を
含
む
協
議
を
近
く
開
始
し
た
い
と
の
官
房
長
官

談
話
を
発
表
し
た
。

ケ
ネ
デ
ィ
声
明
に
述
べ
ら
れ
た
米
国
と
の
沖
縄
経
済
援
助
協
議
開
始
に
先
立

ち
、
一
九
六
二
年
六
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
、
総
務
長
官
・
副
長
官
を
は
じ
め
、

総
理
府
、
外
務
、
大
蔵
そ
の
他
各
省
庁
の
職
員
で
構
成
す
る
調
査
団
が
三
次
に
わ

た
っ
て
沖
縄
に
派
遣
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
調
査
団
は
現
地
米
国
当
局
や
琉
球
政
府
等

と
、
沖
縄
の
民
生
向
上
や
経
済
開
発
の
方
途
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
そ
の
結
果
を

踏
ま
え
て
同
年
九
月
、
沖
縄
経
済
援
助
に
関
す
る
米
国
と
の
交
渉
方
針
が
閣
議
で

了
解
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
琉
球
政
府
の
施
設
・
事
業
等
の
水
準
を
本
土
並
み
に
引

き
上
げ
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
沖
縄
住
民
の
自
治
権
拡
大
に
つ
い
て
も
建
設
的
提

案
を
行
な
う
こ
と
と
さ
れ
た
。

沖
縄
へ
の
経
済
援
助
交
渉
は
一
九
六
二
年
一
一
月
二
日
に
開
始
さ
れ
た
。
米
国

側
の
経
済
援
助
協
定
案
に
対
し
、
日
本
側
は
取
り
決
め
の
方
式
を
交
換
公
文
と
す

る
こ
と
を
提
案
し
、
日
本
の
潜
在
主
権
と
将
来
の
復
帰
、
沖
縄
住
民
が
日
本
国
籍

を
有
す
る
こ
と
を
盛
り
込
む
よ
う
要
請
し
た
。
国
内
調
整
に
お
い
て
総
理
府
は
自

治
権
拡
大
協
議
の
明
文
化
を
強
く
求
め
た
が
、
米
国
側
は
そ
う
し
た
「
政
治
的
」

問
題
を
対
象
外
と
し
た
。
さ
ら
に
、
米
国
側
は
施
政
権
に
抵
触
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
事
項
へ
の
拒
否
姿
勢
を
見
せ
た
た
め
調
整
は
難
航
し
た
が
、
一
九
六
四
（
昭
和

三
九
）
年
四
月
二
五
日
に
至
っ
て
、
日
米
政
府
が
沖
縄
に
対
す
る
援
助
の
供
与
に

つ
い
て
引
き
続
き
協
力
す
る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
琉
球
諸
島
に
対
す
る
経

済
援
助
に
関
す
る
協
議
委
員
会
及
び
技
術
委
員
会
の
設
置
に
関
す
る
交
換
公
文
」

が
署
名
さ
れ
た
。

沖
縄
で
は
一
九
六
四
年
以
降
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
高
等
弁
務
官
の
直
接
統
治
色
が

濃
く
な
り
、
沖
縄
自
民
党
の
分
裂
や
大
田
政
作
琉
球
政
府
行
政
主
席
の
辞
任
に
ま

で
波
及
す
る
な
ど
、
政
情
が
不
安
定
に
な
っ
た
。
一
九
六
四
年
六
月
、
日
本
政
府

は
米
国
政
府
に
対
し
、
沖
縄
の
政
情
不
安
に
対
す
る
善
処
を
求
め
た
。
翌
七
月
に

キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
高
等
弁
務
官
の
交
替
が
決
定
す
る
と
、
池
田
総
理
は
ラ
イ
シ
ャ

ワ
ー
大
使
と
の
会
談
で
、
こ
れ
を
機
と
し
て
状
況
好
転
へ
の
努
力
を
要
請
し
た
。

一
九
六
四
年
七
月
三
〇
日
に
は
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
後
任
で
あ
る
ワ
ト
ソ
ン
高
等
弁

務
官
が
赴
任
前
に
東
京
を
訪
問
し
、
日
本
の
首
脳
部
と
会
談
を
行
っ
た
。
池
田
総

理
は
ワ
ト
ソ
ン
と
の
会
談
で
、
沖
縄
住
民
の
福
祉
増
進
と
民
生
向
上
に
尽
く
し
て

欲
し
い
と
依
頼
し
、
沖
縄
の
自
治
権
拡
大
を
求
め
た
。

（
採
録
文
書
数
���
文
書
）

三
、
使
用
記
録

"
�����������

連
合
軍
の
本
土
進
駐
並
び
に
軍
政
関
係
一
件

連
合
軍
と
の

間
の
来
往
信
綴

第
四
巻

"
���������

日
米
外
交
関
係
雑
件

第
一
巻

"
�����������

日
米
外
交
関
係
雑
集

重
光
・
ア
リ
ソ
ン
会
談
録

第
二
巻

"
�����������

日
米
外
交
関
係
雑
集

藤
山
外
務
大
臣
・
在
京
米
大
使
（
米

国
要
人
を
含
む
）
会
談
録

第
一
巻
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"
�����������

日
米
外
交
関
係
雑
集

小
坂
外
務
大
臣
・
在
京
米
大
使
（
米

国
要
人
を
含
む
）
会
談
録

"
�����������

重
光
外
務
大
臣
訪
米
関
係
一
件

準
備
資
料

第
一
巻

"
�����������

重
光
外
務
大
臣
訪
米
関
係
一
件

携
行
資
料

"
�����������

重
光
外
務
大
臣
訪
米
関
係
一
件

重
光
・
ダ
レ
ス
会
談

"
���������

岸
総
理
第
一
次
訪
米
関
係
一
件

第
一
～
二
、五
巻

"
�����������

岸
総
理
第
一
次
訪
米
関
係
一
件

岸
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
予
備

会
談
（
於
東
京
）

第
一
巻

"
�����������

岸
総
理
第
一
次
訪
米
関
係
一
件

準
備
資
料
第
一
～
二
巻

"
�����������

岸
総
理
第
一
次
訪
米
関
係
一
件

会
談
関
係

"
���������

藤
山
外
務
大
臣
第
一
次
訪
米
関
係
一
件
（������

）
第
一
巻

"
���������

岸
総
理
第
二
次
訪
米
関
係
一
件

第
一
巻

"
���������

小
坂
外
務
大
臣
米
加
訪
問
関
係
一
件
（������

）
第
一
巻

"
����������

池
田
総
理
米
加
訪
問
関
係
一
件
（������
）
第
一
巻

"
������������

池
田
総
理
米
加
訪
問
関
係
一
件
（������

）
会
談
関
係

"
������������

池
田
総
理
米
加
訪
問
関
係
一
件
（������

）
「
米
加
訪
問

記
録
」
調
書

"
���������

米
国
管
理
下
の
南
西
諸
島
状
況
雑
件

第
一
巻

"
�����������

（�

）
米
国
管
理
下
の
南
西
諸
島
状
況
雑
件

沖
縄
関
係

第

二
巻

"
�����������

（��

）
米
国
管
理
下
の
南
西
諸
島
状
況
雑
件

沖
縄
関
係

調
査
報
告
（
コ
ン
ロ
ン
・
ケ
イ
セ
ン
他
）

"
�����������

（��

）
米
国
管
理
下
の
南
西
諸
島
状
況
雑
件

沖
縄
関
係

日
本
政
府
現
地
出
先
機
関

総
理
府
南
方
連
絡
事
務
所

"
�����������

（��

）
米
国
管
理
下
の
南
西
諸
島
状
況
雑
件

沖
縄
関
係

沖
縄
住
民
の
権
利
拡
大
（
自
治
権
拡
大
問
題
）
⑴

"
�����������

（��

）
米
国
管
理
下
の
南
西
諸
島
状
況
雑
件

沖
縄
関
係

沖
縄
住
民
の
権
利
拡
大
（
自
治
権
拡
大
問
題
）
⑵

"
�����������

（��

）
米
国
管
理
下
の
南
西
諸
島
状
況
雑
件

沖
縄
関
係

日
本
政
府
援
助
（
援
助
調
査
の
た
め
の
日
本
政
府
調
査
団
）

"
�����������

（���

）
米
国
管
理
下
の
南
西
諸
島
状
況
雑
件

沖
縄
関
係

日
本
政
府
援
助

プ
ラ
イ
ス
法
（
改
正
案
を
含
む
）
⑴

"
�����������

（���

）
米
国
管
理
下
の
南
西
諸
島
状
況
雑
件

沖
縄
関
係

日
米
協
議
委
員
会
（
協
議
委
設
置
関
係
）

"
�����������

（���

）
米
国
管
理
下
の
南
西
諸
島
状
況
雑
件

沖
縄
関
係

日
米
協
議
委
員
会
（
協
議
委
設
置
関
係
）

"
�����������

（���

）
米
国
管
理
下
の
南
西
諸
島
状
況
雑
件

沖
縄
関
係

日
米
協
議
委
員
会
（
協
議
委
設
置
関
係
）

"
�����������

（���

）
米
国
管
理
下
の
南
西
諸
島
状
況
雑
件

沖
縄
関
係

一
般
重
要
案
件
⑶

"
�����������

（���

）
米
国
管
理
下
の
南
西
諸
島
状
況
雑
件

沖
縄
関
係

国
連
関
係

植
民
地
独
立
宣
言
（
沖
縄
）

"
�������������

米
軍
管
理
下
の
南
西
諸
島
状
況
雑
件

沖
縄
関
係

軍
用

地
問
題
（
プ
ラ
イ
ス
報
告
を
含
む
）
第
一
～
四
巻
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"
���������������

米
国
管
理
下
の
南
西
諸
島
状
況
雑
件

沖
縄
関
係

軍

用
地
問
題

プ
ラ
イ
ス
報
告
書
関
係
（
米
国
下
院
軍
事
委
員
会
調
査
団
訪
沖
関

係
）（
昭
和
三
三
年
）

"
���������������

米
国
管
理
下
の
南
西
諸
島
状
況
雑
件

沖
縄
関
係

軍

用
地
問
題
（
プ
ラ
イ
ス
報
告
を
含
む
）
比
嘉
主
席
一
行
訪
米
関
係

"
���������������

米
国
管
理
下
の
南
西
諸
島
状
況
雑
件

沖
縄
関
係

軍

用
地
問
題（
プ
ラ
イ
ス
報
告
を
含
む
）
沖
縄
代
表
団
訪
米
関
係（
昭
和
三
三
年
）

"
�������������

米
国
管
理
下
の
南
西
諸
島
状
況
雑
件

沖
縄
関
係

米
国

民
政
府
関
係
（
軍
政
府
を
含
む
）
第
一
巻

"
�������������

米
国
管
理
下
の
南
方
諸
島
（
小
笠
原
諸
島
、
そ
の
他
）
南

洋
群
島
状
況

小
笠
原
関
係

旧
島
民
の
帰
島
及
び
補
償
関
係
（
受
領
金
に
関

す
る
日
米
間
取
極
を
含
む
）
第
一
、二
、四
巻

"
���������

本
邦
内
閣
関
係
雑
件

第
二
巻

"
���������

南
西
諸
島
帰
属
問
題

第
一
、四
巻

"
�����������

南
西
諸
島
帰
属
問
題

奄
美
群
島

第
一
巻

"
�������������

南
西
諸
島
帰
属
問
題

奄
美
群
島

日
米
間
返
還
協
定
関

係

第
一
～
三
、五
巻

"
���������

沖
縄
問
題

第
一
、二
巻

"
�����������

沖
縄
問
題

中
華
民
国
の
態
度

#���������

条
約
集
（
二
国
間
条
約
）
―
旧
現
行
条
約
集
覧
―

第
五
巻

#������������

国
際
連
合
総
会
関
係

第
一
五
回
総
会
関
係

第
三
巻

#��������+�6
��

（���

）
日
米
沖
縄
返
還
協
定

沖
縄
返
還
交
渉
資
料

第

七
巻

#��������+�6
��

（���

）
日
米
沖
縄
返
還
協
定

沖
縄
返
還
交
渉
資
料

第

一
〇
巻

#��������+�6
��

（���

）
日
米
沖
縄
返
還
協
定

沖
縄
返
還
交
渉
資
料

第

一
二
巻

���������

日
米
安
全
保
障
条
約
の
改
定
に
係
る
経
緯

一
～
八

���������

い
わ
ゆ
る
「
密
約
」
問
題
に
関
す
る
調
査
報
告
対
象
文
書

���������

沖
縄
関
係
��

���������

日
米
関
係
（
沖
縄
返
還
）
４

���������

日
米
関
係
（
沖
縄
返
還
）
��


